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社会が急激に変化していく時代に生きる子どもたちには、主体的に環境に関わりながら自ら課題を
解決していく力や、新たな発見を取り入れていく柔軟性などが必要とされる。
そのため、幼児期において育む大切なことの一つに「創造性」があるのではないかと考えた。

はじめに

2017年度の教育重点を「創造性を育む」とし、教師全員で「創造的な子どもの姿」を捉えたエピ
ソードを持ち寄って分析し、本園で捉える「創造性」についてまとめた。2018年度は、発達年齢ご

との「創造性の育ち」と、教師の援助や環境構成について考察しながら、創造性を育むためのよ
りよい環境について探っていく。

方法

一人一人の教師が“創造的だ”と感じた子どものエピソードを収集し、本園の捉える「創造性」につい
て下図にまとめ、全教師で共有した。

本園の捉える創造性



創造的な子どもの姿が読み取れるエピソード

子どもの造形活動に視点をおいてエピソードを収集し、年齢ごとに
みえる「創造的な姿」と「環境の用意と教師の援助」についてまとめた。

創造性の育ちと環境と教師の援助～造形活動の視点から～

創造的な子どものエピソードを
考察し、まとめていくと、創造性を
育む上で大切になることは、幼
児期に大切にしていること(カリ
キュラム)と、よく相似していること

がわかった。それは、常に幼児
教育において育みたい子どもの
姿や子どもへの願いなどを見つ
め、見直していくことで、時代に
必要な素質について考えること
を大切にしてきたからであろう。

そして今、幼児期に創造性を育
むことが大切なことの一つだと改
めて感じた。

引き続き、子どもたちの今の姿を
しっかりと見つめて、創造性を育
むための実践を進めていきたい。

まとめ


